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第 115 号

普及活動標語
みやぎの普及

　
　

一
陽
来
復
（
い
ち
よ
う
ら
い
ふ
く
）

  

年
が
改
ま
り
二
〇
一
〇
年
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
今
年

の
干
支
は
「
庚
寅
（
か
の
え
と
ら
）」。

　

こ
の
寅
年
の
作
柄
を
国
が
発
表
し
て
い
る
水
稲
作
況
指
数
（
昭

和
三
十
三
年
以
降
・
宮
城
県
）
で
見
て
み
る
と
、
一
〇
〇
以
上

が
一
回
、
九
九
以
下
が
三
回
、
平
均
で
は
九
八
の
「
や
や
不
良
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
統
計
で
見
る
限
り
で
は
、
ど
う
も
寅
年
は

災
害
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
豊
凶
の
差
が
大
き
い
年
回

り
の
よ
う
で
す
。
こ
う
し
た
寅
年
で
す
が
、
今
年
は
何
と
か
災

害
の
な
い
作
柄
の
安
定
し
た
「
良
い
寅
年
」
と
な
る
よ
う
願
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。

  

さ
て
、
冒
頭
に
掲
げ
た｢

一
陽
来
復｣

で
す
が
、
易
経
が
出
典
と

い
わ
れ
、「
季
節
は
冬
至
を
境
に
陽
気
が
上
向
く
こ
と
、
春
の
到

来
を
指
す
」
言
葉
と
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
転
じ
て
、「
活
動

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
良
い
方
向
に
満
ち
満
ち
て
い
く
さ
ま
」
を
表

す
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

上
の
二
葉
の
写
真
。
一
葉
は
「
集
落
営
農
組
合
」
で
の
座
談

会
の
様
子
。
も
う
一
葉
は
若
い
後
継
者
を
対
象
と
し
た｢

み
や
ぎ

農
業
未
来
塾
」
で
の
研
修
の
一
コ
マ
。
い
ず
れ
の
写
真
も
参
加

者
の
面
差
し
に
は
真
剣
さ
が
感
じ
ら
れ
、
取
り
組
み
へ
の
熱
意

と
意
欲
が
伝
わ
っ
て
参
り
ま
す
。
ま
さ
に
一
陽
来
復
の
春
が
到

来
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
予
感
さ
せ
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
皆
様
に
は
、
今
年
一
年
、
そ
れ
ぞ
れ
の
営
農
計
画
に

基
づ
き
ご
努
力
を
い
た
だ
き
、
自
ら
の
農
業
経
営
が
充
実
・
発

展
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

栗
原
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
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普及センターだより

くりはらくりはら
宮城県栗原農業改良普及センター

○
生
産
・
販
売
状
況

　
「
そ
ら
ま
め
」
は
近
年
、
作
付
面
積
が
全

国
的
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、
本
県
の
二
十
一

年
産
「
そ
ら
ま
め
」
の
作
付
面
積
は
五
十
五

㌶
、
販
売
数
量
は
四
百
七
十
ト
ン
と
な
っ
て

い
ま
す
（
全
農
み
や
ぎ
調
べ
）。
一
方
、
本

県
産
「
そ
ら
ま
め
」
の
平
均
㎏
単
価
は
約
三

百
二
十
円
（
京
浜
市
場
・
仙
台
市
場
）
と
安

定
し
た
単
価
を
維
持
し
て
お
り
、
特
に
全
国

的
な
出
荷
量
の
減
少
を
受
け
、
京
浜
市
場
で

の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

○
播
種
・
育
苗

　

春
ま
き
栽
培
の
播
種
適
期
は
一
月
下
旬
〜

二
月
上
旬
で
す
。「
そ
ら
ま
め
」
は
幼
苗
期

に
低
温
（
三
〜
五
℃
）
に
遭
う
こ
と
に
よ
り

花
芽
が
分
化
す
る
た
め
、
二
月
十
日
頃
ま
で

に
は
播
種
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

播
種
は
九
㎝
の
ポ
リ
ポ
ッ
ト
等
に
行
い
、

発
芽
適
温
は
二
十
〜
二
十
五
℃
な
の
で
、
発

芽
ま
で
は
保
温
マ
ッ
ト
や
温
床
線
等
を
用
い

ま
す
。
発
芽
後
は
管
理
温
度
を
十
五
〜
二

十
℃
と
し
、
定
植
の
十
日
〜
一
週
間
前
か
ら

徐
々
に
外
気
に
さ
ら
し
て
順
化
し
ま
す
。

○
定
植

　

定
植
は
三
月
上
旬
が
適
期
で
す
。
定
植
の

二
週
間
前
ま
で
に
は
堆
肥
と
土
づ
く
り
肥
料

を
、
一
週
間
前
ま
で
に
は
基
肥
を
施
用
し
て

お
き
ま
す
（
施
用
量
は
表
を
参
照
）。

　

栽
植
密
度
は
畝
幅
百
二
十
㌢×

株
間
四

十
㌢
（
十
㌃
当
た
り
二
千
八
十
株
）
と
し
ま

す
。

　
「
そ
ら
ま
め
」
は
酸
性
土
壌
に
弱
い
の
で
、

土
壌
pH
を
六
〜
七
と
な
る
よ
う
酸
度
矯
正
し

ま
す
。
ま
た
連
作
に
よ
る

障
害
が
起
こ
り
や
す
い
の

で
、
マ
メ
科
以
外
の
作
物

と
の
輪
作
体
系
を
組
む
こ

と
が
望
ま
し
い
で
す
。

○
栽
培
管
理　

　

開
花
初
期
と
、
着
莢
期

〜
莢
肥
大
期
の
二
回
、
追

肥
を
行
い
ま
す（
表
参
照
）。

ま
た
倒
伏
の
防
止
、
無
効

分
け
つ
の
抑
制
の
た
め
、
追
肥
後
に
中
耕
培

土
を
行
い
ま
す
。

　

病
害
虫
防
除
は
生
育
盛
期
（
四
月
上
旬
〜

中
旬
）、開
花
直
前（
四
月
下
旬
）、着
莢
期（
五

月
中
旬
）、
莢
肥
大
期
（
五
月
下
旬
）
頃
を

目
安
に
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
斑
点
病
、
さ
び
病
、

ア
ブ
ラ
ム
シ
類
の
防
除
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
着
莢
期
〜
莢
肥
大
期
に
は
、
倒
伏
や

擦
れ
を
防
止
す
る
た
め
、
マ
イ
カ
ー
線
等
を

用
い
て
誘
引
を
行
い
ま
す
。

○
収
穫

　

収
穫
期
は
六
月
中
旬
頃
で
、
莢
に
光
沢
が

出
て
き
て
莢
の
縫
合
線
が
黒
く
色
づ
き
、
莢

が
水
平
〜
下
向
き
に
な
っ
た
頃
が
収
穫
適
期

で
す
。「
そ
ら
ま
め
」
は
収
穫
適
期
が
短
い

た
め
、
試
し
む
き
な
ど
を
し
て
穫
り
遅
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
す
。

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！

　
「
そ
ら
ま
め
」の
春
ま
き
栽
培

みやぎ食料自給率向上県民運動実施中!! 「食卓にみやぎの恵みでもう一品」 環境に優しい大豆油インキ
を使用しています。

この「 普及センターだより　くりはら　第 115号 」は、
1,000 部印刷し、1部あたりの単価は 59円です。

▼ みやぎ農業未来塾
　 指導農業士の説明を熱心に聞く青年農
　 業者

▲ 若柳地区三田鳥営農組合座談会の様子
　 組合員に対して実施した法人化に向けた　 
　 アンケート調査結果について説明。

ト
ピ
ッ
ク
ス

受賞おめでとうございます！
  平成21年10月17・18日に開催された「みやぎまるご
とフェスティバル」の農林産物・花き品評会におい
て、次の方々が受賞されました。
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萱
刈
営
農
組
合
（
高
清
水
地
区
）
は
平
成

十
九
年
六
月
に
十
二
戸
で
設
立
さ
れ
、
特
定

農
業
団
体
の
認
定
を
受
け
て
集
落
営
農
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

二
十
年
度
か
ら
農
業
所
得
の
向
上
を
目
指

し
、
転
作
大
豆
栽
培
を
開
始
し
ま
し
た
。
初

年
度
は
病
害
虫
の
被
害
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
栽
培
期
間
中
の
防
除
を
徹
底

す
る
こ
と
に
よ
り
、
単
収
と
上
位
等
級
比
率

の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
集
落
営
農
の
先
進
地
視
察
研
修
を
毎

年
開
催
し
、
組
織
運
営
の
一
助
と
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
色
麻
町
の
下
高
城
集
落
営
農

組
合
へ
の
研
修
を
実
施
し
、
法
人
化
に
向
け

た
合
意
形
成
手
法
や
、
組
織
ぐ
る
み
で
の
園

芸
作
物
栽
培
へ
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　

萱
刈
営
農
組
合
で
は
、
今
後
は
新
た
な
園

芸
作
物
の
導
入
な
ど
、
経
営
発
展
の
た
め
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
積
極
的
に
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

山
形
県
で
育
成
さ
れ
た
水
稲
品
種
「
つ
や

姫
」
が
平
成
二
十
一
年
九
月
に
宮
城
県
の
奨

励
品
種
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
　

名
称
の
由
来

　
「
炊
き
上
が
り
の
ツ
ヤ
と
輝
き
、
冷
め
て

も
お
い
し
い
商
品
力
に
、
大
切
に
育
て
た
意

味
の
『
姫
』
を
」
か
ら
命
名
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

品
種
の
特
徴

　

宮
城
県
で
は
極
晩
生
品
種
で
、
出
穂
期
は

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
と
ほ
ぼ
同
じ
か
や
や
早
く
、

「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
よ
り
七
〜
十
日
程
度
遅
く

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
な

ど
の
中
生
品
種
と
の
組
み
合
わ
せ
で
収
穫
期

間
が
拡
大
で
き
ま
す
。

　
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
よ
り
草
丈
が
短
い
た
め

倒
れ
に
く
く
栽
培
し
や
す
い
品
種
で
す
。

　

玄
米
品
質
は
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」「
ひ
と
め

ぼ
れ
」
と
同
程
度
か
優
り
ま
す
。

　

炊
飯
米
は
光
沢
、
白
さ
が
優
れ
、
良
食
味

で
す
。「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
と
比
べ
て
粘
り
が

少
な
く
、
あ
っ
さ
り
し
た
食
感
で
す
。

　
　

奨
励
品
種
に
採
用
し
た
理
由

　

南
部
平
坦
地
帯
に
お
い
て「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

は
倒
伏
に
よ
り
、「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
は
登
熟

　

日
本
の
食
料
自
給
率（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）

は
四
十
一
％（
平
成
二
十
年
度
）と
先
進
国
の

中
で
は
最
低
で
あ
り
、
約
六
割
は
ア
メ
リ
カ

や
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
特
定
の
少

数
国
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
四
十
年
度
の
食
料
自
給
率
は
七
十

三
％
で
し
た
。
そ
の
当
時
、
ご
飯
は
一
日
平

均
五
杯
食
べ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
三

杯
に
減
り
、
そ
の
代
わ
り
肉
料
理
の
回
数
や

植
物
油
を
摂
取
す
る
よ
う
に
な
る
等
食
料
自

給
率
が
低
下
し
た
要
因
は
、
私
た
ち
の
食
生

活
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
影
響
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

宮
城
県
の
食
料
自
給
率
は
八
十
％
（
平
成

十
九
年
概
算
値
）
東
北
で
は
最
下
位
（
全
国

第
十
位
）
で
す
。
品
目
別
で
は
米
、
魚
介
類

が
二
百
％
を
超
え
て
い
ま
す
が
野
菜
、
肉
類
、

果
実
等
は
百
％
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

本
県
は
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
「
食
材
王

国
」
で
あ
り
ま
す
が
、
農
林
水
産
業
の
生
産

現
場
で
は
、
担
い
手
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
、
耕
作
放
棄
地
が
増
加
す
る
等
将
来
に

渡
っ
て
食
料
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
か
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
な
実
状
を
踏
ま
え
、
今
年
度
か

ら
「
み
や
ぎ
食
料
自
給
率
向
上
県
民
運
動
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
運
動
の
実
現
に
向
け
て
一
緒
に
取

り
組
み
を
推
進
す
る
「
み
や
ぎ
食
料
自
給
率

向
上
ク
ラ
ブ
」
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

（
詳
し
く
は
宮
城
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御

覧
く
だ
さ
い
。）

　

平
成
十
九
年
に
設
立
し
た
志
波
姫
・
新
生

糠
塚
生
産
組
合
で
は
、
様
々
な
試
作
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

園
芸
品
目
で
は
、
昨
年
か
ら
「
さ
つ
ま
い

も
」
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
定
植
や

収
穫
・
直
売
な
ど
を
組
合
員
一
丸
と
な
っ
て

行
っ
て
い
ま
す
。「
さ
つ
ま
い
も
」
は
十
月

二
十
五
日
に
収
穫
を
迎
え
、
そ
の
場
で
直
売

を
行
い
ま
し
た
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
多
数

の
集
客
が
あ
り
ま
し
た
。今
年
度
は「
ク
イ
ッ

ク
ス
イ
ー
ト
」
と
「
ベ
ニ
ア
ズ
マ
」
の
二
品

種
を
作
り
ま
し
た
が
、「
ク
イ
ッ
ク
ス
イ
ー

ト
」
の
方
が
甘
く
て
し
っ
と
り
と
し
た
食
感

で
高
い
人
気
で
し
た
。
収
穫
し
た
「
さ
つ
ま

い
も
」
は
、
生
芋
の
販
売
の
他
に
、
あ
ん
餅

や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
へ
の
利
用
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
新
た
に
渡
辺
採
種
場
と

の
契
約
で
た
ま
ね
ぎ
の
母
球
取
り
栽
培
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
十
一
月
二
日
に
組
合
員

総
出
で
苗
を
定
植
し
、
順
調
に
生
育
し
て
い

ま
す
。
越
冬
後
来
年
六
月
に
収
穫
期
を
迎
え

る
予
定
で
す
。
組
合
で
は
、
一
年
取
り
組
ん

で
み
て
来
年
以
降
も
定
着
さ
せ
ら
れ
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

十
二
月
一
日
に
栗
原
市
築
館
ふ
る
さ
と
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
、
管
内
の
農
産
物
直
売
所

や
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
実
践
者
等
を
対
象
に

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

太
子
食
品
工
業
株
式
会
社
の
佐
上
精
一
氏

を
講
師
に
、「
大
豆
の
機
能
性
と
商
品
開
発
」

と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
、
大
豆
の
加
工

特
性
や
商
品
の
可
能
性
に
つ
い
て
研
修
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
実
際
に
豆
腐
な
ど
を
作
っ
て
い

る
加
工
グ
ル
ー
プ
や
大
豆
生
産
者
、
直
売
所

の
経
営
者
な
ど
二
五
名
が
参
加
し
大
豆
の
加

工
に
つ
い
て
活
発
な
情
報
交
換
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
積
極
的
な
情
報
交
換
や

技
術
の
研
鑽
の
場
を
望
ん
で
お
り
、
今
後
、

普
及
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

実
践
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

十
二
月
中
に
は
味
噌
の
研
修
会
の
実
施
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
上
旬
に
は
、
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　

売
所
運
営
や
野
菜
栽

　
　
　
　
　
　
　
　
　

培
の
基
礎
と
コ
ツ
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
研
修
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

計
画
し
て
い
ま
す
。

【
技
術
情
報
】

特　集

新
品
種

　

 「
つ
や
姫
」
に
つ
い
て

期
間
の
高
温
に
よ
り
玄
米
品
質
が
低
下
し
や

す
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。「
つ
や
姫
」
は
草

丈
が
短
く
て
倒
伏
に
強
い
こ
と
か
ら
、
南
部

平
坦
部
を
中
心
と
す
る
平
坦
部
で
の
品
質
向

上
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　

今
後
の
作
付
け
見
込
み

　

南
部
平
坦
地
帯
、
北
部
平
坦
地
帯
及
び
仙

台
湾
岸
地
帯
の
平
坦
部
に
お
け
る
「
コ
シ
ヒ

カ
リ
」
や
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
の
代
替
品
種
と

し
て
、
作
付
目
標
面
積
を
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

し
て
い
ま
す
。

　

一
五
八
と
一
二
七
、
こ
の
数
字
か
ら
ど
ん

な
こ
と
が
連
想
で
き
ま
す
か
。
県
内
の
大
豆

栽
培
で
、
千
㌶
を
超
え
る
作
付
面
積
が
あ
る

市
町
村
は
五
市
を
数
え
ま
す
。
一
五
八
は
こ

の
五
市
の
中
で
大
豆
の
単
収
が
一
番
高
か
っ

た
と
こ
ろ
の
値
で
す
。
一
二
七
は
栗
原
市
の

単
収
の
値
で
す
。

　

水
田
で
の
大
豆
栽
培
が
一
般
化
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
単
収
向
上
の
た
め
に
は
、
生
育
初

期
の
湿
害
回
避
と
生
育
全
期
に
渡
っ
て
の
雑

草
防
除
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
初
期
の

湿
害
回
避
に
つ
い
て
は
、
畦
立
て
播
種
等
の

技
術
が
講
じ
ら
れ
、管
内
で
も
、か
な
り
の
面

積
で
普
及
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
ま
す
。

　

一
方
で
、
除
草
対
策
が
不
十
分
で
、
雑
草

が
繁
茂
し
た
ほ
場
が
目
に
つ
き
ま
す
。
多
収

地
域
と
の
三
〇
㎏
の
差
は
、
こ
の
所
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

除
草
の
耕
種
的
防
除
の
方
法
と
し
て
、
中

耕
培
土
が
あ
り
ま
す
が
、
梅
雨
期
と
な
り
計

画
ど
お
り
作
業
で
き
ず
に
い
る
と
い
う
の
が

実
情
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
高
水
分
な
土
壌
で
も
作
業
可

能
な
中
耕
除
草
機
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
除
草
剤
つ
い
て
も
、
雑
草
の
種
類

に
応
じ
た
土
壌
処
理
、
茎
葉
散
布
に
よ
る
体

系
処
理
方
法
が
可
能
で
す
。（
次
頁
、
除
草

剤
散
布
の
例
参
照
）

　

雑
草
を
し
っ
か
り
防
除
し
、
収
量
と
所
得

を
確
保
し
た
い
も
の
で
す
。

【
普
及
重
点
課
題
の
紹
介
】

み
や
ぎ
の

食
料
自
給
率
を

高
め
る
た
め
に

地
域
に
支
え
ら
れ
る

女
性
起
業
者
の
経
営
確
立

新
生
糠
塚
生
産
組
合
の
集
落
営
農
活
動

土
地
利
用
型
野
菜
導
入
に
よ
る
集
落
発
展
支
援

みやぎ食料自給率向上県民運動実施中!! 「食卓にみやぎの恵みでもう一品」 みやぎ食料自給率向上県民運動実施中!! 「食卓にみやぎの恵みでもう一品」

　

〈
運
動
が
目
指
す

　
　
　
　
　

宮
城
県
の
姿
と
は
〉

　
「
生
産
者
」
と
「
消
費
者
」
の

　
　
　
　
　
　
　

信
頼
関
係
の
構
築

　
　
　
　
　
　

←

　

将
来
に
渡
っ
て

　
　
　
　

宮
城
の
豊
か
な
食
を
守
る

　
　
　
　
　
　

←

　

元
気
み
な
ぎ
る
農
林
水
産
業
と

　
　
　
　
　

豊
か
な
食
生
活
の
実
現

栗
原
地
方
の

  

大
豆
の
単
収
向
上
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

向
け
て 

高精度畑用中耕除草機
　高水分な土壌でも土を
練らずに作業ができる。
トラクターでけん引する
だけ。



思
い
を
形
に
、
あ
な
た
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
え
ま
す
、
応
援
し
ま
す
。
宮
城
の
農
業
普
及

経営所得安定対策加入で安定した経営を実現しましょう！ 

環
境
保
全
型
農
業
の

普
及
支
援
に
つ
い
て

環
境
保
全
型
農
業
の

普
及
支
援
に
つ
い
て

最
近
の
米
粉
事
情
に
注
目

普
及
に
移
す
技
術（
84
号
）期
待

の
系
統
豚
「
ミ
ヤ
ギ
ノ
Ｌ
２
」

宮
城
県
農
業
大
学
校
学
生
募
集

最
近
の
米
粉
事
情
に
注
目

普
及
に
移
す
技
術（
84
号
）期
待

の
系
統
豚
「
ミ
ヤ
ギ
ノ
Ｌ
２
」

宮
城
県
農
業
大
学
校
学
生
募
集

思
い
を
形
に
、
あ
な
た
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
え
ま
す
、
応
援
し
ま
す
。
宮
城
の
農
業
普
及

経営所得安定対策加入で安定した経営を実現しましょう！ 



思
い
を
形
に
、
あ
な
た
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
え
ま
す
、
応
援
し
ま
す
。
宮
城
の
農
業
普
及

経営所得安定対策加入で安定した経営を実現しましょう！ 

環
境
保
全
型
農
業
の

普
及
支
援
に
つ
い
て

環
境
保
全
型
農
業
の

普
及
支
援
に
つ
い
て

最
近
の
米
粉
事
情
に
注
目

普
及
に
移
す
技
術（
84
号
）期
待

の
系
統
豚
「
ミ
ヤ
ギ
ノ
Ｌ
２
」

宮
城
県
農
業
大
学
校
学
生
募
集

最
近
の
米
粉
事
情
に
注
目

普
及
に
移
す
技
術（
84
号
）期
待

の
系
統
豚
「
ミ
ヤ
ギ
ノ
Ｌ
２
」

宮
城
県
農
業
大
学
校
学
生
募
集

思
い
を
形
に
、
あ
な
た
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
え
ま
す
、
応
援
し
ま
す
。
宮
城
の
農
業
普
及

経営所得安定対策加入で安定した経営を実現しましょう！ 
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萱
刈
営
農
組
合
（
高
清
水
地
区
）
は
平
成

十
九
年
六
月
に
十
二
戸
で
設
立
さ
れ
、
特
定

農
業
団
体
の
認
定
を
受
け
て
集
落
営
農
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

二
十
年
度
か
ら
農
業
所
得
の
向
上
を
目
指

し
、
転
作
大
豆
栽
培
を
開
始
し
ま
し
た
。
初

年
度
は
病
害
虫
の
被
害
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
栽
培
期
間
中
の
防
除
を
徹
底

す
る
こ
と
に
よ
り
、
単
収
と
上
位
等
級
比
率

の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
集
落
営
農
の
先
進
地
視
察
研
修
を
毎

年
開
催
し
、
組
織
運
営
の
一
助
と
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
色
麻
町
の
下
高
城
集
落
営
農

組
合
へ
の
研
修
を
実
施
し
、
法
人
化
に
向
け

た
合
意
形
成
手
法
や
、
組
織
ぐ
る
み
で
の
園

芸
作
物
栽
培
へ
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　

萱
刈
営
農
組
合
で
は
、
今
後
は
新
た
な
園

芸
作
物
の
導
入
な
ど
、
経
営
発
展
の
た
め
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
積
極
的
に
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

山
形
県
で
育
成
さ
れ
た
水
稲
品
種
「
つ
や

姫
」
が
平
成
二
十
一
年
九
月
に
宮
城
県
の
奨

励
品
種
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
　

名
称
の
由
来

　
「
炊
き
上
が
り
の
ツ
ヤ
と
輝
き
、
冷
め
て

も
お
い
し
い
商
品
力
に
、
大
切
に
育
て
た
意

味
の
『
姫
』
を
」
か
ら
命
名
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

品
種
の
特
徴

　

宮
城
県
で
は
極
晩
生
品
種
で
、
出
穂
期
は

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
と
ほ
ぼ
同
じ
か
や
や
早
く
、

「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
よ
り
七
〜
十
日
程
度
遅
く

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
な

ど
の
中
生
品
種
と
の
組
み
合
わ
せ
で
収
穫
期

間
が
拡
大
で
き
ま
す
。

　
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
よ
り
草
丈
が
短
い
た
め

倒
れ
に
く
く
栽
培
し
や
す
い
品
種
で
す
。

　

玄
米
品
質
は
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」「
ひ
と
め

ぼ
れ
」
と
同
程
度
か
優
り
ま
す
。

　

炊
飯
米
は
光
沢
、
白
さ
が
優
れ
、
良
食
味

で
す
。「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
と
比
べ
て
粘
り
が

少
な
く
、
あ
っ
さ
り
し
た
食
感
で
す
。

　
　

奨
励
品
種
に
採
用
し
た
理
由

　

南
部
平
坦
地
帯
に
お
い
て「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

は
倒
伏
に
よ
り
、「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
は
登
熟

　

日
本
の
食
料
自
給
率（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）

は
四
十
一
％（
平
成
二
十
年
度
）と
先
進
国
の

中
で
は
最
低
で
あ
り
、
約
六
割
は
ア
メ
リ
カ

や
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
特
定
の
少

数
国
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
四
十
年
度
の
食
料
自
給
率
は
七
十

三
％
で
し
た
。
そ
の
当
時
、
ご
飯
は
一
日
平

均
五
杯
食
べ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
三

杯
に
減
り
、
そ
の
代
わ
り
肉
料
理
の
回
数
や

植
物
油
を
摂
取
す
る
よ
う
に
な
る
等
食
料
自

給
率
が
低
下
し
た
要
因
は
、
私
た
ち
の
食
生

活
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
影
響
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

宮
城
県
の
食
料
自
給
率
は
八
十
％
（
平
成

十
九
年
概
算
値
）
東
北
で
は
最
下
位
（
全
国

第
十
位
）
で
す
。
品
目
別
で
は
米
、
魚
介
類

が
二
百
％
を
超
え
て
い
ま
す
が
野
菜
、
肉
類
、

果
実
等
は
百
％
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

本
県
は
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
「
食
材
王

国
」
で
あ
り
ま
す
が
、
農
林
水
産
業
の
生
産

現
場
で
は
、
担
い
手
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
、
耕
作
放
棄
地
が
増
加
す
る
等
将
来
に

渡
っ
て
食
料
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
か
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
な
実
状
を
踏
ま
え
、
今
年
度
か

ら
「
み
や
ぎ
食
料
自
給
率
向
上
県
民
運
動
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
運
動
の
実
現
に
向
け
て
一
緒
に
取

り
組
み
を
推
進
す
る
「
み
や
ぎ
食
料
自
給
率

向
上
ク
ラ
ブ
」
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

（
詳
し
く
は
宮
城
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御

覧
く
だ
さ
い
。）

　

平
成
十
九
年
に
設
立
し
た
志
波
姫
・
新
生

糠
塚
生
産
組
合
で
は
、
様
々
な
試
作
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

園
芸
品
目
で
は
、
昨
年
か
ら
「
さ
つ
ま
い

も
」
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
定
植
や

収
穫
・
直
売
な
ど
を
組
合
員
一
丸
と
な
っ
て

行
っ
て
い
ま
す
。「
さ
つ
ま
い
も
」
は
十
月

二
十
五
日
に
収
穫
を
迎
え
、
そ
の
場
で
直
売

を
行
い
ま
し
た
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
多
数

の
集
客
が
あ
り
ま
し
た
。今
年
度
は「
ク
イ
ッ

ク
ス
イ
ー
ト
」
と
「
ベ
ニ
ア
ズ
マ
」
の
二
品

種
を
作
り
ま
し
た
が
、「
ク
イ
ッ
ク
ス
イ
ー

ト
」
の
方
が
甘
く
て
し
っ
と
り
と
し
た
食
感

で
高
い
人
気
で
し
た
。
収
穫
し
た
「
さ
つ
ま

い
も
」
は
、
生
芋
の
販
売
の
他
に
、
あ
ん
餅

や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
へ
の
利
用
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
新
た
に
渡
辺
採
種
場
と

の
契
約
で
た
ま
ね
ぎ
の
母
球
取
り
栽
培
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
十
一
月
二
日
に
組
合
員

総
出
で
苗
を
定
植
し
、
順
調
に
生
育
し
て
い

ま
す
。
越
冬
後
来
年
六
月
に
収
穫
期
を
迎
え

る
予
定
で
す
。
組
合
で
は
、
一
年
取
り
組
ん

で
み
て
来
年
以
降
も
定
着
さ
せ
ら
れ
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

十
二
月
一
日
に
栗
原
市
築
館
ふ
る
さ
と
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
、
管
内
の
農
産
物
直
売
所

や
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
実
践
者
等
を
対
象
に

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

太
子
食
品
工
業
株
式
会
社
の
佐
上
精
一
氏

を
講
師
に
、「
大
豆
の
機
能
性
と
商
品
開
発
」

と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
、
大
豆
の
加
工

特
性
や
商
品
の
可
能
性
に
つ
い
て
研
修
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
実
際
に
豆
腐
な
ど
を
作
っ
て
い

る
加
工
グ
ル
ー
プ
や
大
豆
生
産
者
、
直
売
所

の
経
営
者
な
ど
二
五
名
が
参
加
し
大
豆
の
加

工
に
つ
い
て
活
発
な
情
報
交
換
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
積
極
的
な
情
報
交
換
や

技
術
の
研
鑽
の
場
を
望
ん
で
お
り
、
今
後
、

普
及
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

実
践
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

十
二
月
中
に
は
味
噌
の
研
修
会
の
実
施
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
上
旬
に
は
、
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　

売
所
運
営
や
野
菜
栽

　
　
　
　
　
　
　
　
　

培
の
基
礎
と
コ
ツ
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
研
修
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

計
画
し
て
い
ま
す
。

【
技
術
情
報
】

特　集

新
品
種

　

 「
つ
や
姫
」
に
つ
い
て

期
間
の
高
温
に
よ
り
玄
米
品
質
が
低
下
し
や

す
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。「
つ
や
姫
」
は
草

丈
が
短
く
て
倒
伏
に
強
い
こ
と
か
ら
、
南
部

平
坦
部
を
中
心
と
す
る
平
坦
部
で
の
品
質
向

上
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　

今
後
の
作
付
け
見
込
み

　

南
部
平
坦
地
帯
、
北
部
平
坦
地
帯
及
び
仙

台
湾
岸
地
帯
の
平
坦
部
に
お
け
る
「
コ
シ
ヒ

カ
リ
」
や
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
の
代
替
品
種
と

し
て
、
作
付
目
標
面
積
を
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

し
て
い
ま
す
。

　

一
五
八
と
一
二
七
、
こ
の
数
字
か
ら
ど
ん

な
こ
と
が
連
想
で
き
ま
す
か
。
県
内
の
大
豆

栽
培
で
、
千
㌶
を
超
え
る
作
付
面
積
が
あ
る

市
町
村
は
五
市
を
数
え
ま
す
。
一
五
八
は
こ

の
五
市
の
中
で
大
豆
の
単
収
が
一
番
高
か
っ

た
と
こ
ろ
の
値
で
す
。
一
二
七
は
栗
原
市
の

単
収
の
値
で
す
。

　

水
田
で
の
大
豆
栽
培
が
一
般
化
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
単
収
向
上
の
た
め
に
は
、
生
育
初

期
の
湿
害
回
避
と
生
育
全
期
に
渡
っ
て
の
雑

草
防
除
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
初
期
の

湿
害
回
避
に
つ
い
て
は
、
畦
立
て
播
種
等
の

技
術
が
講
じ
ら
れ
、管
内
で
も
、か
な
り
の
面

積
で
普
及
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
ま
す
。

　

一
方
で
、
除
草
対
策
が
不
十
分
で
、
雑
草

が
繁
茂
し
た
ほ
場
が
目
に
つ
き
ま
す
。
多
収

地
域
と
の
三
〇
㎏
の
差
は
、
こ
の
所
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

除
草
の
耕
種
的
防
除
の
方
法
と
し
て
、
中

耕
培
土
が
あ
り
ま
す
が
、
梅
雨
期
と
な
り
計

画
ど
お
り
作
業
で
き
ず
に
い
る
と
い
う
の
が

実
情
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
高
水
分
な
土
壌
で
も
作
業
可

能
な
中
耕
除
草
機
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
除
草
剤
つ
い
て
も
、
雑
草
の
種
類

に
応
じ
た
土
壌
処
理
、
茎
葉
散
布
に
よ
る
体

系
処
理
方
法
が
可
能
で
す
。（
次
頁
、
除
草

剤
散
布
の
例
参
照
）

　

雑
草
を
し
っ
か
り
防
除
し
、
収
量
と
所
得

を
確
保
し
た
い
も
の
で
す
。

【
普
及
重
点
課
題
の
紹
介
】

み
や
ぎ
の

食
料
自
給
率
を

高
め
る
た
め
に

地
域
に
支
え
ら
れ
る

女
性
起
業
者
の
経
営
確
立

新
生
糠
塚
生
産
組
合
の
集
落
営
農
活
動

土
地
利
用
型
野
菜
導
入
に
よ
る
集
落
発
展
支
援

みやぎ食料自給率向上県民運動実施中!! 「食卓にみやぎの恵みでもう一品」 みやぎ食料自給率向上県民運動実施中!! 「食卓にみやぎの恵みでもう一品」

　

〈
運
動
が
目
指
す

　
　
　
　
　

宮
城
県
の
姿
と
は
〉

　
「
生
産
者
」
と
「
消
費
者
」
の

　
　
　
　
　
　
　

信
頼
関
係
の
構
築

　
　
　
　
　
　

←

　

将
来
に
渡
っ
て

　
　
　
　

宮
城
の
豊
か
な
食
を
守
る

　
　
　
　
　
　

←

　

元
気
み
な
ぎ
る
農
林
水
産
業
と

　
　
　
　
　

豊
か
な
食
生
活
の
実
現

栗
原
地
方
の

  

大
豆
の
単
収
向
上
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

向
け
て 

高精度畑用中耕除草機
　高水分な土壌でも土を
練らずに作業ができる。
トラクターでけん引する
だけ。
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普及活動標語
みやぎの普及

　
　

一
陽
来
復
（
い
ち
よ
う
ら
い
ふ
く
）

  

年
が
改
ま
り
二
〇
一
〇
年
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
今
年

の
干
支
は
「
庚
寅
（
か
の
え
と
ら
）」。

　

こ
の
寅
年
の
作
柄
を
国
が
発
表
し
て
い
る
水
稲
作
況
指
数
（
昭

和
三
十
三
年
以
降
・
宮
城
県
）
で
見
て
み
る
と
、
一
〇
〇
以
上

が
一
回
、
九
九
以
下
が
三
回
、
平
均
で
は
九
八
の
「
や
や
不
良
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
統
計
で
見
る
限
り
で
は
、
ど
う
も
寅
年
は

災
害
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
豊
凶
の
差
が
大
き
い
年
回

り
の
よ
う
で
す
。
こ
う
し
た
寅
年
で
す
が
、
今
年
は
何
と
か
災

害
の
な
い
作
柄
の
安
定
し
た
「
良
い
寅
年
」
と
な
る
よ
う
願
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。

  

さ
て
、
冒
頭
に
掲
げ
た｢

一
陽
来
復｣

で
す
が
、
易
経
が
出
典
と

い
わ
れ
、「
季
節
は
冬
至
を
境
に
陽
気
が
上
向
く
こ
と
、
春
の
到

来
を
指
す
」
言
葉
と
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
転
じ
て
、「
活
動

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
良
い
方
向
に
満
ち
満
ち
て
い
く
さ
ま
」
を
表

す
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

上
の
二
葉
の
写
真
。
一
葉
は
「
集
落
営
農
組
合
」
で
の
座
談

会
の
様
子
。
も
う
一
葉
は
若
い
後
継
者
を
対
象
と
し
た｢

み
や
ぎ

農
業
未
来
塾
」
で
の
研
修
の
一
コ
マ
。
い
ず
れ
の
写
真
も
参
加

者
の
面
差
し
に
は
真
剣
さ
が
感
じ
ら
れ
、
取
り
組
み
へ
の
熱
意

と
意
欲
が
伝
わ
っ
て
参
り
ま
す
。
ま
さ
に
一
陽
来
復
の
春
が
到

来
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
予
感
さ
せ
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
皆
様
に
は
、
今
年
一
年
、
そ
れ
ぞ
れ
の
営
農
計
画
に

基
づ
き
ご
努
力
を
い
た
だ
き
、
自
ら
の
農
業
経
営
が
充
実
・
発

展
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

栗
原
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所　

長　

吉　

田　
　
　

守

思いを形にあなたのチャレンジ支えます。
応援します。農業普及

〒987-2251栗原市築館藤木 5-1
TEL 0228-22-9404（地域農業班）
　　 0228-22-9437（先進技術班）
FAX 0228-22-5795、6144
E-mail  khnokai@pref.miyagi.jp
URL http://www.pref.miyagi.jp/kh-nokai/

普及センターだより

くりはらくりはら
宮城県栗原農業改良普及センター

○
生
産
・
販
売
状
況

　
「
そ
ら
ま
め
」
は
近
年
、
作
付
面
積
が
全

国
的
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、
本
県
の
二
十
一

年
産
「
そ
ら
ま
め
」
の
作
付
面
積
は
五
十
五

㌶
、
販
売
数
量
は
四
百
七
十
ト
ン
と
な
っ
て

い
ま
す
（
全
農
み
や
ぎ
調
べ
）。
一
方
、
本

県
産
「
そ
ら
ま
め
」
の
平
均
㎏
単
価
は
約
三

百
二
十
円
（
京
浜
市
場
・
仙
台
市
場
）
と
安

定
し
た
単
価
を
維
持
し
て
お
り
、
特
に
全
国

的
な
出
荷
量
の
減
少
を
受
け
、
京
浜
市
場
で

の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

○
播
種
・
育
苗

　

春
ま
き
栽
培
の
播
種
適
期
は
一
月
下
旬
〜

二
月
上
旬
で
す
。「
そ
ら
ま
め
」
は
幼
苗
期

に
低
温
（
三
〜
五
℃
）
に
遭
う
こ
と
に
よ
り

花
芽
が
分
化
す
る
た
め
、
二
月
十
日
頃
ま
で

に
は
播
種
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

播
種
は
九
㎝
の
ポ
リ
ポ
ッ
ト
等
に
行
い
、

発
芽
適
温
は
二
十
〜
二
十
五
℃
な
の
で
、
発

芽
ま
で
は
保
温
マ
ッ
ト
や
温
床
線
等
を
用
い

ま
す
。
発
芽
後
は
管
理
温
度
を
十
五
〜
二

十
℃
と
し
、
定
植
の
十
日
〜
一
週
間
前
か
ら

徐
々
に
外
気
に
さ
ら
し
て
順
化
し
ま
す
。

○
定
植

　

定
植
は
三
月
上
旬
が
適
期
で
す
。
定
植
の

二
週
間
前
ま
で
に
は
堆
肥
と
土
づ
く
り
肥
料

を
、
一
週
間
前
ま
で
に
は
基
肥
を
施
用
し
て

お
き
ま
す
（
施
用
量
は
表
を
参
照
）。

　

栽
植
密
度
は
畝
幅
百
二
十
㌢×

株
間
四

十
㌢
（
十
㌃
当
た
り
二
千
八
十
株
）
と
し
ま

す
。

　
「
そ
ら
ま
め
」
は
酸
性
土
壌
に
弱
い
の
で
、

土
壌
pH
を
六
〜
七
と
な
る
よ
う
酸
度
矯
正
し

ま
す
。
ま
た
連
作
に
よ
る

障
害
が
起
こ
り
や
す
い
の

で
、
マ
メ
科
以
外
の
作
物

と
の
輪
作
体
系
を
組
む
こ

と
が
望
ま
し
い
で
す
。

○
栽
培
管
理　

　

開
花
初
期
と
、
着
莢
期

〜
莢
肥
大
期
の
二
回
、
追

肥
を
行
い
ま
す（
表
参
照
）。

ま
た
倒
伏
の
防
止
、
無
効

分
け
つ
の
抑
制
の
た
め
、
追
肥
後
に
中
耕
培

土
を
行
い
ま
す
。

　

病
害
虫
防
除
は
生
育
盛
期
（
四
月
上
旬
〜

中
旬
）、開
花
直
前（
四
月
下
旬
）、着
莢
期（
五

月
中
旬
）、
莢
肥
大
期
（
五
月
下
旬
）
頃
を

目
安
に
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
斑
点
病
、
さ
び
病
、

ア
ブ
ラ
ム
シ
類
の
防
除
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
着
莢
期
〜
莢
肥
大
期
に
は
、
倒
伏
や

擦
れ
を
防
止
す
る
た
め
、
マ
イ
カ
ー
線
等
を

用
い
て
誘
引
を
行
い
ま
す
。

○
収
穫

　

収
穫
期
は
六
月
中
旬
頃
で
、
莢
に
光
沢
が

出
て
き
て
莢
の
縫
合
線
が
黒
く
色
づ
き
、
莢

が
水
平
〜
下
向
き
に
な
っ
た
頃
が
収
穫
適
期

で
す
。「
そ
ら
ま
め
」
は
収
穫
適
期
が
短
い

た
め
、
試
し
む
き
な
ど
を
し
て
穫
り
遅
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
す
。

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！

　
「
そ
ら
ま
め
」の
春
ま
き
栽
培

みやぎ食料自給率向上県民運動実施中!! 「食卓にみやぎの恵みでもう一品」 環境に優しい大豆油インキ
を使用しています。

この「 普及センターだより　くりはら　第 115号 」は、
1,000 部印刷し、1部あたりの単価は 59円です。

▼ みやぎ農業未来塾
　 指導農業士の説明を熱心に聞く青年農
　 業者

▲ 若柳地区三田鳥営農組合座談会の様子
　 組合員に対して実施した法人化に向けた　 
　 アンケート調査結果について説明。

ト
ピ
ッ
ク
ス

受賞おめでとうございます！
  平成21年10月17・18日に開催された「みやぎまるご
とフェスティバル」の農林産物・花き品評会におい
て、次の方々が受賞されました。


